
＜『音楽のサイコロ遊び』はモーツァルトによってプログラミングされた自動作曲シス

テム!?＞ 

 

最近の AIによる音楽生成の進歩は日々著し

く、もはや作曲技法を学んでいない素人で

も、誰でも作曲が楽しめるような時代にな

りました。そんな時代がやがてやって来る

ことを予見していたのか、否か、モーツァ

ルトは彼でなくてもモーツァルトらしい音

楽が自動的に作曲できてしまうシステムを

今からはるか 200年以上前に開発していま

した。それが 1787年、モーツァルト 31歳

のときに作曲された『音楽のサイコロ遊び』です。この年は、実は彼にとって悲しい出

来事が集中的に襲ってきた年でもありました。生活は困窮を極め、更に一番の相談相手

であった父レオポルトと愛する三男を立て続けに病気で亡くすという悲しみを抱えなが

ら、有名なアイネ・クライネ・ナハトムジークや音楽の冗談などそんな悲しみを微塵に

も感じさせない楽しい音楽を、次から次へと作曲していきます。 

 

 

また 18世紀後半から 19世紀前半にかけては､ヨーロッパ

中で『音楽のサイコロ遊び』と題された音楽遊びが流行

していた時期でもありました。モーツァルトのほか、ハ

イドンやバッハの息子のカール・フィリップ・エマヌエ

ル・バッハなどの作曲家も作品を残しており、様々な楽

譜が出版されていました。出版譜には「作曲の技法を知

らない人でも無数の曲を作ることができる」と謳われ、

１から３までの目のサイコロ、あるいは６面から９面ま

であるサイコロを振って出た目の数によって、メヌエッ

ト、コントルダンス、ワルツなどの舞曲やマーチが自動

的に作曲できてしまうような仕掛けになっていました。

モーツァルトの「音楽のサイコロ遊び」は、死後の 1792

年にベルリンのジムロック社からドイツ語、フランス

語、英語の説明付きで出版されています。楽曲は陽気で

快活な曲調のコントルダンス（カントリーダンス。18世

紀にフランスで大流行した舞曲のこと）で 16小節で成り

立っています。1小節から 16小節の各小節には、各々に

11種類(2～12番)が用意されていて、2個のサイコロを振

り、それらの出た目の合計数に用意された小節を 16小節分、16回分サイコロを振った

結果の組み合わせで曲が完成します。 


